
様式３

学校番号

令和 8

5 多様性のプロデュース

違いを認め合い、ともに学び・成長する学びの深化

（１）一人一人異なる時間割、異年齢合同授業による「多様性の学び」を意識化し、他者を認める態度（人権・道徳観）の育成
（２）「同じでないこと」に気づかせる多様な価値観との出会いの設計
（３）探究活動や地域連携を通した「自分の役割」「対話する姿勢」「違いを活かす力」の育成

［成果］
1 全職員で研修に取り組み、生徒の満足度
を高め、授業改善に一定の成果を残すこと
ができた。
2 ｢SHINSEIの学びプロジェクト｣におい
て、地域や自治体と連携して取り組むこと
により、生徒たちの学ぶ意欲を高め、主体
的な活動に結びつけることができた。
3 次に教育課程改訂を見据え、現行の新教
育課程の見直しと評価方法の改善に取り組
むことができた。
4 体験入学や文化祭(一般公開)などの行事
の実施、ホームページやインスタグラムの
更新により、効果的な生徒募集を実施する
ことができた。

［課題］
1 総合学科の特長を生かした授業改善や進
路指導をさらに充実させる。
2 ｢SHINSEIの学びプロジェクト｣をさらに
充実発展させ、持続可能な指導体制を構築
する。
3 生徒の第一進路希望実現のために学習活
動や課題研究、資格取得などのレベルを高
め、生徒の自己実現に資する。
4 教育相談体制を拡充し、中途退学や不登
校防止、いじめ防止に向けての対策を強化
する。

1 学びのプロデュース

主体的に学びを組み立て、思考力と表現力を育む授業づく
り）

（１）ＩＣＴを日常的に活用できる環境を整え、「文房具」として自由な発想で活用できるようにし、「生徒が主役」の授業への転換
（２）自分の問いを持ち、多様な答えを創る学び（探究・プレゼン・協働）の推進
（３）評価を「育てる」視点で設計し、振り返りを定着
　　 多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高い学びの実現

2 未来のプロデュース

夢や志を育て、自分の未来を設計できるキャリア教育の推
進

（１）総合学科の特性を活かし、1年次から「将来から今を逆算する」を意識化
（２）多様なキャリア観と出会いを通した「人生をプロデュースする力」の育成
      「SHINSEIの学びプロジェクト」「産業社会と人間」などの総合的な探究の時間を活用し、３年間を見通した系統的なキャリア教育を実践
（３）「楽しさ」だけでなく、「必要な学びを選ぶ」主体的な科目選択の促進

3 自分づくりのプロデュース

人間性・主体性を育む生徒指導の実践

（１）生徒会・行事・部活動など、自己表現と挑戦の場の創出
（２）教員が「自らの人生を語る」HRの導入
（３）地域人材による授業やキャリア講話などの語る機会の制度化
（４）振り返りと再挑戦を勝ちづける指導文化の醸成

4 安全・信頼のプロデュース

家庭・地域とつながり、安心・信頼される学校づくり

（１）家庭とのこまやかな対話と、「顔の見える連携」の意識化
（２）定期的な広報と情報共有を行い、「ありのままの新世」の発信
（３）SSW・SCなどの関係機関との連携による個別支援体制の充実
（４）ニュース等を通した危機意識の育成と日常に潜むリスクへの気づき

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 ありあけ新世 高等学校

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

一人一人の興味関心に応じた学びを通して、主体的に自分の人生を切り拓き、地域で活躍できる人材を育成する学校
生徒一人一人の希望進路を実現するために、基礎学力の定着を図るとともに、総合学科の強みを生かした充実した

キャリア教育を実践し、主体的に考え行動する力を身に付けた、地域に貢献できる人材を育成します。

学校運営計画（４月）

学校運営方針
　校訓　「自律・自彊・飛躍」、校是　「新世生よ、人生のプロデューサーたれ！」を拠り所とし、一人一人が自己実現を果たすとともに、国家・社会・地域の
発展に寄与する人材を育成することで、日本一満足度の高い総合学科高校をつくる。

評価

（総合）

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

①自己を理解し、自己決定・自己調整ができる力
②自ら問いを立て、多様な他者と協働しつつ、その問いに対する自分なりの答えを導き出し、行動することができる力
③自己の在り方生き方を考え、当事者として社会に主体的に参画する力

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

①３年間を見通した計画的で充実したキャリア教育
②普通教科から体験的な学習を重視した幅広い専門教科まで１００を超える科目から選択できる生徒の進路や適性・興味・関心に応じたオリジナルの時間
割作成が可能なカリキュラム
③総合学科ならではの少人数授業の展開と進路実現に活用できる数多くの資格取得の奨励

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

①明確な目的意識と旺盛な学習意欲を持ち、学校行事、生徒会活動、部活動等において、本校の中核となって活動する意欲を持つ生徒
②総合学科高校が目指す、主体的に考え行動し、調べる力、聞く力、まとめる力、発表する力等を伸ばそうとしている生徒
③確かな学力、健やかな体、豊かな心を持ち、社会の変化に柔軟に対応できる力を身に付けるため、学校ビジョン及び生徒行動指針の具現化に努める生徒
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保健環境

心身の安全や健康への意識を高め、心身ともに
健康管理ができる生徒を育成する。

講演会の実施を通して、自分の問題としてとらえさせる。

講演会事後アンケート来年度の学校保健会研究発表に向けて活動を行い、保健に関する関心と意識を高めさせる。

校内美化活動に関する取り組みを充実させ、美化意識の高揚に努める。

支援を必要とする生徒への教育相談・支援体制
の充実を図る。

教育週間や専門職及び関係機関を活用し、生徒の気持ちに気付けるような支援体制を構築する。
いじめアンケート
学校生活アンケート
保護者チェックリスト

　様々な問題をかかえている生徒について、各年次と情報共有を徹底する。

いじめアンケート、学校生活アンケートを毎月実施し、早期発見に努め、対応をスピーディーに行う。

校内の連絡体制・支援体制をより良くする。

教育相談委員会を毎月実施し、専門職の参加をえて、対応できる体制をつくっていく。

職員研修事後アンケート各年次と生徒の様子を情報共有し、SC、SSW、訪問相談員のカウンセリングを行い、早期に対応できるようにする。

職員研修で特別支援教育研修を早期に実施し生徒の対応の仕方を学ぶ機会をつくる。

生徒指導

規律と責任を重んじ、新世生として望ましい規範
意識を育成する。

一人一人が新世生の代表であるという自覚を持たせ、地域の模範となる生徒を育成する。

学校生活アンケート
自転車ヘルメット着用調査

校内外における事故防止に努め、安全教育、安全管理の徹底を図る。

「新世生の一言言わせて」を実施し、自己把握や他者理解を深める。

生徒会役員の育成と各種委員会の活性化を図
り、生徒の自主的かつ主体的活動を支援する。

生徒会・各種委員会・部長会を有機的に連携させる。

学校行事アンケート（体育大会・文化祭等）
自己評価アンケート

学校行事・部活動・校外学習を通じて、自己有用感と自己肯定感を育成する。

異学年交流の場を設け、生徒集団の持つ自己教育力を育成する。

「いじめ見逃し・重大事態ゼロ」を目指し、安全指
導の徹底を図る。

校内研修・講演会等を通じて、”命の大切さ”を理解させる。

いじめに特化したアンケート（記名・無記名）
学校生活アンケート

アンケートの確実な実施と情報共有の徹底に努め、保護者やスクールカウンセラー等と連携を図る。

支援の必要な生徒への指導体制つくりを行い、悩んでいる生徒への早期対応に努める。

広報企画

中学校に定期的な広報と情報共有を行う。

本校の魅力や情報を知らせるために、中学校訪問を年３回以上実施する。

新入生アンケート学校案内を作成し、中学校を通して配布し、早期に本校について理解してもらえるように努める。

中学校が行う高校説明会に参加し、本校の魅力や情報がよりよく伝わるよう工夫する。

中学生・保護者に情報を発信し、本校についての
理解を促す。

体験入学を年２回実施し、授業見学・授業体験を行い、参加人数のべ450人を目標とする。 新入生アンケート
中学生体験入学後のアンケート

進路相談事業など外部の広報の場を活用し、本校に興味関心を持ってもらえるように内容を工夫する。

校内の行事のスムーズな運営を目指す。

各分掌と連携を取り、校内の行事の日程の提示やスムーズな実施に努める。

式後のアンケート
学校図書購入希望図書リクエスト

図書委員会と連携し、朝の読書など生徒の図書に関する行事を推進する。

式典がスムーズに行えるよう実施計画を早めに提示し、企画調整を行う。

他分掌とも連携し、学校HP・インスタグラムを随時更新し、情報を発信する。

教務

本校の教育課程を全職員が理解し、生徒に進路
目標や興味・関心に合わせた最適な科目選択を
提供する。

科目選択ガイダンスの目的、方法等についての研修会を実施し、すべての先生が個人面談を行えるようになる。

研修会アンケート（教員）
科目選択ガイダンスアンケート（生徒）

学びの必要性を中心とした講話をガイダンスに合わせて１・２年次で1回ずつ行い、積極的な科目選択を促す。

生徒が主体的に学ぶことができるように、学校設定科目を新設･再編と群の再配置を検討する。

生徒の学習意欲を高める評価を行う。

教務規定や評価規準ルーブリックの見直し、再検討を行う。

スタディサポート
学習状況リサーチ

成績シートの提供を行い、同一科目内で統一した評価を行えるようにする。

スタディサポート結果において、学力･学習状況ともに、第２回の結果が第１回の結果を超えるように指導する。

個々の生徒の実態を把握し、能力・適性に応じた
指導実践を行う。

進学強化委員会を年３回実施し、指導内容について協議を行い、本校の生徒の実態に合った指導のあり方を検討する。

授業アンケート学習対策指導をはじめ、きめ細やかな指導を行うことで、授業満足度97％を超える。

スタディサポートの結果を用いた分析会を実施し、担任等に情報提供を行う。

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等



情報管理

業務の標準化・見える化

問い合わせ対応・端末対応・アカウント対応などの主要業務の手順書とチェックリストを整備する。

ＩＣＴ活用調査chromebookの依頼～完了までの流れを統一し、共通認識を図り、対応漏れを防ぐ。

年度替わり（異動・入替・更新）での作業を年間カレンダー化し、事前準備で繁忙期の混乱を減らす。

授業・校務のICT活用を“使える形”で支
援し、活用率を上げる

生徒・職員のICT活用に関する「よくある困りごと」をテーマにした資料を作り支援を行う。

ＩＣＴ活用調査授業で使う基本ツール（Classroom/Forms/ドライブ等）の運用ルールを整理し、学年・教科でやり方がバラつかないようにする。

ICT活用の相談窓口（フォーム等）を整備し、受付・振り分けを明確化して、対応の重複や遅延を防ぐ。

生徒・職員が安心してICTを使えるよう、事故
事例と対策を共有し、確認不足や誤操作、設
定ミスを減らす

事故事例（ヒヤリ含む）を生徒・職員へ周知し、リスクの理解を促す。

ＩＣＴ活用調査送信・共有・保存時の手順と確認ポイントを整理し、実行しやすい形で定着させる。

権限設定や運用ルールを見直し、誤操作が起きにくい環境を整備する。

総合学科
推進・研修

「ＳＨＩＮＳＥＩの学びプロジェクト」を推進し、「産
社」・「総探」を通貫する授業内容を、系統的に計
画・実施する。

生徒の個性を重視するとともに、自己肯定感・有用感を実感する体験的な授業を計画・実施する。

年度末の振り返りアンケート新世カンパニーおよび新世ファームの活動を通じて、課題設定力や表現力を身に付ける。

自己理解→社会探究→進路実現の流れが実感できるように指導し、適宜全体説明を入れる。

地域との連携を積極的に進め、社会参画への意
欲と関心を引き出し、資質・能力の育成を図る。

生徒一人ひとりが課題を発見し、年に１つ以上の地域への貢献のあり方を考える。

総合学科発表会アンケート社会人や本校卒業生、地域で活躍されている方を招いて交流する場を設ける。

行政、ＮＰＯ法人や企業、大学等との連携を中心となって進め、活動内容を総合学科発表会で発表する。

主体的・対話的で深い学びの実践を目指し、特に
授業改善に資する研修を実施する。

相互授業参観期間を年２回実施し、自己と相互の複数の視点で評価を行う。

授業アンケート内外の有識者を招いた実践的な職員研修を実施する。

生徒の授業に対する意識を確認するため、授業改善アンケートを年２回実施する。

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

進路指導

主体的に進路を選択し行動できる力を育成する。

「進路の手引き」を活用し、自らの進路を見据えた上で３年間の見通しを持たせる。

進路の手引きアンケート

生徒のニーズに応じた指導体制を確立し、進路実
現を果たす。

進学希望者には、模試分析会におけるデータ等を活用し、効果的な学習支援を行う。

課外アンケート公務員・民間就職希望者には、職業人としてのあり方を考えさせ、自己調整能力をはじめ総合的な力を伸ばす。

情報の収集・提供を早期から丁寧に行い、面談等を適宜行いながら教師と生徒・保護者間で有効活用する。

進路関係諸行事への主体的な参加を促し、進路意識と自己効力感の向上を図る。

進路応援助成金制度の活用を踏まえた積極的な資格取得を促し、就職や進学に向けた自身の強みとする。

確かな学力を身につけさせる。

各教科・年次・分掌と連携して、確実な基礎基本の定着を図る。

模試結果の振り返りアンケート授業や模擬試験、検定と関連させた質の高い課外授業等を実施し、実力の養成・向上を図る。

総合型選抜・公募推薦等の対策を強化し、多様な受験方法への対応力を高める。



３年次

第一希望の進路実現100%を目指し、必要な資質・
能力を身に付け、進路と向き合い、自走できる生
徒の育成を目指す。

前期中に２回以上は二者面談を行い、志望校検討会で情報の共有を図り、多様な進路に対応できる組織的な指導体制を確立する。
進路実績
総合的な探究の時間での実績
模試結果

模試では、公務員希望者は一般教養６割以上、大学進学希望者はB判定以上を目標に日々の学習習慣を身に付けさせる。

４月から志望理由書・小論文・面接指導を計画的・系統的に行い、早くから受験に対する雰囲気の醸成に取り組む。

主体的に考え、行動し、自分の人生をプロデュー
スすることができる生徒の育成を目指す。

学校行事では、生徒に考えさせる場面を与え、対話を通して、互いに納得感・達成感の得られるものにし、アンケート満足度９０％以上を目指す。

行事後のアンケート
総合的な探究の時間のアンケート

オープンキャンパスや職場見学に行くように促したり、進路探究で卒業生と話す機会を与えたりしながら、進路への不安感を無くさせる。

外部講師や外部機関と連携（志望理由書や小論文、面接の指導）し、進路実現に必要な力をつけさせる。

最高年次として保護者や地域社会との連携を図
りながら、社会に信頼され、貢献できる人材を育
成する。

日々のHRや学校行事を通して、最高年次としての責任感や自覚を持たせるよう声かけや機会作りに取り組む。

３年次振り返りアンケート
総合的な探究の時間の活動結果

２年次に行った「SHINSEIの学びプロジェクト」の検証活動を通して、地域への貢献のあり方を模索し、行ってきた活動を言語化する。

年次通信の年３回発行を行うことで、保護者に日々の教育活動を周知させる。また、インスタグラム等でも地域に向けて発信する。

２年次

生徒一人一人の第１希望進路実現を見据え、確
かな学力を身につけた生徒を育成する。

スタディサポート、進研模試の結果を組織的に分析し丁寧な指導を行い、大学進学希望者については３教科B1ゾーンを目指す。

スタディーサポート、進研模試の結果、分析
家庭学習時間調査

中核年次としての在り方を考えさせ、学校ビジョン
を根幹に、主体的に考え行動する力を身につけた
生徒を育成する。

文化祭、「新世マルシェ」や福島県との交流を企画・運営することで、地域へ貢献する楽しさを体感させる。
行事後のアンケート
キャリアパスポートの振り返り
総合的な探究の時間のアンケート

キャリアパスポート、新世チャレンジを活用し、振り返りを行うことで、自己理解や自己決定、自己調整に繋げる。

生徒（チャレンジ発見隊）による年次通信（年３回）やHP,インスタグラムでの発信を行う。

小論文指導(外部講師)を年２回実施するとともに資格取得にチャレンジさせ、多様な入試に対応できる力を身につけさせる。

家庭学習時間調査を活用し、タイムマネジメントを意識させ、家庭学習時平均１８０分を目指す。

本校の強みを生かしたキャリア教育を実践し、人
生をプロデュースできる生徒を育成する。

課題研究を通して、自ら問いをたて他者と協働する力を育むとともに自己表現力を養う。

総合的な探究の時間のアンケート夏休みに進路実現に向けた取り組み（インターンシップやオープンキャンパス２回）を実施する。

進路ガイダンスを１回、進路講演会（生徒・保護者）を２回実施し、ガイダンスや三者面談の充実を図る。

学習時間の確保を生徒自身に考えさせ、学習習慣を身に付けさせる。

予測困難な社会に対応できるために、キャリア教
育を充実させ、自分の将来を見据えることができ
る生徒を育成する。

外部講師を招聘し、学校外の知を考えさせ、広い視野で物事を理解できるようにする。

オープンキャンパスや大学等の説明会に積極的に行くように促していく。

ライフプラン作成を通して、何に興味を持ち、何をしていきたいのか考えさせていく。

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

１年次

進路実現に向けて、確かな学力と深い学びを実
践する。

スタディサポートや進研模試を活用し、一人一人に具体的な指導をしていく。

日頃から国内外のニュースに注目させ、自分の言葉で語ることができるようにする。

自己肯定感を高め、生徒にとって学校が居場所と
なるように環境を整える。

二者面談を充実させながら生徒の声を拾い上げ、提言会のような場や各クラスの代表による会議を設置する。

カウンセリングや訪問相談員、SSWとの連携を図り、生徒も教員も一人で抱え込まないようにする。

年次通信の発行を年４回行い、保護者に学校の様子を伝え、三者面談では保護者の声を拾う機会にもする。

スタディサポートの結果
家庭学習時間調査

「産業社会と人間」アンケート

１年次振り返りアンケート


